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取 扱 説 明 書
このたびは、ヤマハ アルカピュア#「OH-A22Y」を
お買い求めいただきまして、まことにありがとうござ
います。

■ご使用前には、必ずこの取扱説明書と保証書をお読
みのうえ、正しくお使いください。
そのあと、常にお読みいただけるように、身近に保
管してください。

■保証書は必ず「販売店名、購入日」等の記入を確か
めて、販売店からお受け取りいただき大切に保管し
てください。

■ご使用いただいているお客様が変わられる場合は、
取扱説明書と保証書を確実にお渡しください。

■この商品は、家庭での使用を基準にしたものです。
業務用でのご使用は避けてください。

※本品は医療機器ではありません。

保証書は、必ずお買上日、製造番号、販売店名等の
記入をご確認の上、お受け取りください。

また、お客様登録カードは必要事項をご記入の上、
必ずご返送ください。

保証書別添付

ヤマハ アルカピュア#

OH-A22Y

OH-A22Y
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ご使用時は必ずお守りください。

2

警告表示と注意表示について

この取扱説明書記載の警告事項 、 の区別について

取り扱いを誤った場合、人が死亡、または重傷を負う可能性がある危険な状態

が想定される内容を示します。

取り扱いを誤った場合、人が障害を負う可能性、または物的損害のみの発生が

想定される内容を示します。

その他お守りいただく内容の種類を、次の絵表示で区別し説明しています。

記号は禁止の行為であることを告げるものです。

記号は強制（必ず実行してほしい）したり指示する内容を告げるものです。

図の中や近くに具体的な行為が描かれています。

※いずれの場合も重要な内容を記載していますので、必ずお守りください。

注意警告

警告

注意

必ずお守りください�

安全のために必ずお守りください

電解槽および浮きや剥れの生じた専用
水栓の操作部には、水をかけない。
感電・ショートのおそれがあります。
専用水栓の操作部に浮きや剥れが生じた場合は、お買い求め
の販売店または弊社まで連絡し、修理してください。

専用水栓や電解槽、浄水カートリッジ
に衝撃を与えない。
水漏れや破損による感電・ショートのおそれがありま
す。

濡れた手で電源プラグに触らない。
感電のおそれがあります。

専用水栓�

電解槽�

浄水カートリッジ�

図記号 警告

禁止�

禁止�

接触禁止�

禁止�

絶対に分解したり、修理・改造はしな
い。
感電・火災の原因となるおそれがあります。

分解禁止�
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安全のために必ずお守りください

ご使用の前に確認をしてください。

警告
上水道以外の水には使用しない。
水中に溶け込んでいる溶解性鉛以外の金属イオンやウィル
ス等は浄化できませんので、体調を損なうおそれがあ
ります。
井戸水は除去出来ない不純物混入のおそれがありますの
で、使用しないでください。

酸性水・pH10以上のアルカリ性の
水・吐水直後の水・ペーハーチェッカ
ーの入った水は飲まないでください。
体調を損なうおそれがあります。
※詳しくはアルカリ性の水・酸性水・浄水の使用方法
を参照ください。（8ページ）

無酸症の方や病気治療中の方は飲用しないでください。

医薬品をアルカリ性の水で服用しないでください。

アルカリ性の水を飲用して身体に異常を感じたときは、医師また
は薬剤師に相談してください。

酸性水を使用して肌に異常を感じたときは、速やかに使用を中止
して医師に相談してください。

次の方は酸性水を使用する前に医師または薬剤師に相談してください。
●肌の弱い方。
●アレルギー体質の方。

禁止�

禁止�

禁止�

禁止�

必ずお守りください

必ずお守りください

必ずお守りください

図記号

図記号 注意

ピーピーピー…という警告音が鳴って
いる間の水は、飲用しないでください。
警告音が鳴っている間は電極洗浄水や酸性水およびこ
れらの水とアルカリ性の水や浄水が混じった水の為、
飲用すると体調を損なうおそれがあります。

アルカリ�

カートリッジ�

浄 水 �

酸性水�

強�

弱�

適正流量�

洗浄中�

交換�

飲用�

酸性�

リセット�
HOLD

出／止�

禁止�
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ご使用になる前の注意

使い始めは、必ず水を放流してから使ってください。
内部にたまった古い水を排出するためです。

水のくみおきをしないでください。
浄化された水は、塩素を除去しているため一般細菌が
繁殖しやすくなりますので、なるべく早くお使いくだ
さい。

アルカリ�

カートリッジ�

浄 水�

酸性水�

強�

弱�

適正流量�

洗浄中�

交換�

飲用�

酸性�

リセット�
HOLD

出／止�

注意

●毎日、最初は30秒以上、水を放流してか
らお使いください。

●２日間以上お使いにならなかったとき
は、酸性水を５分以上放流してからお使
いください。

浄水カートリッジは、1年以内で交換
してください。
（詳しくは、20ページを参照してください。）

熱いフライパンやヤカン等を近づけな
いでください。
流し台の下にある電解槽・浄水カートリッジやホース
に熱いフライパンやヤカン等を近づけると、熱による
変形や故障の原因になります。

安全のために必ずお守りください

お湯は通さないでください。
本機に不具合が生じたり、浄水機能を壊すおそれがあります。

専用水栓に、ガス湯沸かし器など他の
機器を接続しないでください。
指定された以外の機器を接続すると、故障や破損の原
因になります。

ご使用時の注意

注意

30秒以上�
放流�

5分以上�
放流�

毎日の使い始め 2日間以上お使いにならなかったとき

禁止�

必ずお守りください

禁止�

禁止�

図記号

図記号

必ずお守りください
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安全のために必ずお守りください

ご使用時の注意

水漏れした状態のまま使用しないでください。
キッチンや家屋が損傷するおそれがあります。
配管部品、電解槽、浄水器、水栓の各接続部から
の水漏れがありましたら、止水栓付電磁弁の調整
ノブまたは給水用止水栓（６・９・10ページイラ
スト参照）を時計方向に回して閉め、お近くの販
売店か弊社お客様相談窓口へご連絡ください。

注意

凍結させないでください。
凍結により故障するだけでなく、水漏れによりキ
ッチンや家屋が損傷します。
凍結のおそれがある場合は、カートリッジを取り
外したり、保温など凍結防止の工夫をしてくださ
い。

専用水栓の吐水口をふさがないでく
ださい。
吐水口に泡沫を取り付けたり、ホースを取り付け
ると、本体より水漏れするおそれがあります。

泡沫�

ホース�

養魚用には、使用しないでください。
アルカリや酸性が強すぎたり、遊離残留塩素除去が
不十分のとき、魚が死ぬおそれがあります。

新築や、水道管改修作業を伴うリフ
ォーム、および近くでの水道工事直
後は使用しないでください。
配管工事時のゴミや油、接着剤成分が浄水カート
リッジ寿命を低下させます。
工事直後は混合水栓側の蛇口で、臭いや汚れが十
分無くなるまで通水した後お使いください。

アルカリ�

カートリッジ�

浄 水�

酸性水�

強�

弱�

適正流量�

洗浄中�

交換�

飲用�

酸性�

リセット�
HOLD

出／止�

禁止�

禁止�

禁止�

禁止�

禁止�

図記号
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各部のなまえとはたらき

pH（ペーハー）とは・・・
● 水素イオン濃度を表わすものです。pH7より上をアルカリ性、pH7を中性、pH7未満を酸性といいます。
● 原水の水質によりpHは異なります。
もともと酸性の水質の場合はアルカリを選択してもアルカリ性を示さない水が出る場合もあります。
雨が降ると原水水質が変化して水の電気伝導度も変わる為、電気分解により生成しているアルカリ性の
水や酸性水のpHも変化します。
原水に遊離炭酸が多く含まれる地下水等を水源とした水道水の場合、pH測定液で測ってもアルカリ性
を示さない場合があります。

● 吐水直後の水は、アルカリ性を示さない場合があります。
10秒以上放流した後に電気分解が安定して、原水水質に見合ったアルカリ性を示す様になります。

アルカリ�

カートリッジ�

浄 水 �

酸性水�

強�

弱�

適正流量�

洗浄中�

交換�

飲用�

酸性�

リセット�
HOLD

出／止�

専用水栓�
アルカピュア3
専用の水栓です。� 操作ボタンの選択により、アルカリ性の水・

酸性水・浄水を吐水します。�

吐水口�

操作部�
吐水の選定指示や、�
各作動状態の表示�
をおこないます。�

浄水カートリッジ�
(JC-301)

電源プラグ�

浄水カートリッジ�
取付台�

原水ホース�
灰色�

浄水ホース�
白色�

水栓ラベル�
製品型式と問い合�
わせ先が記載され�
ています。�

水を電気分解し、�
アルカリ性の水、�
酸性水を作ります。�

電解槽�接続コネクター�
専用水栓と電�

コネクターで�
解槽を2個の�

接続します。�

給水用止水栓�

給湯用止水栓�

吐水ホース�

排水ホース�

接続コネクター�
専用水栓と止�

を接続します。�
水栓付電磁弁�

白色�

灰色�

排水口�
洗浄水等を排水します。�

調整ノブ（10ページ）�
を回して、吐水流量を�
調整する事が出来ます。�
※逆止弁及びストレーナー付�

　パッキン内蔵。�

止水栓付電磁弁�

「吐水」・・・・・・・吐水口から出るアルカリ性の水・酸性水・浄水をいいます。
但し、警告音がピーピー…と鳴り「洗浄中ランプ」が点滅している時は、電極洗浄
水が吐水されます。

「排水」・・・・・・・排水口から出る電極洗浄水や、アルカリ性の水・酸性水・浄水と電極洗浄
水が混ざりあった水等をいいます。
（浄水を選択した場合は、排水口からも浄水が出ます。）

「アルカリ性の水」・・浄水を電気分解して生成するアルカリ性の水をいいます。
「酸性水」・・・・・・浄水を電気分解して生成する酸性の水をいいます。
「浄水」・・・・・・・浄水カートリッジで浄化した水をいいます。
「洗浄水」・・・・・・電解槽内の電極を自動洗浄した水をいいます。
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77

アルカリ性の水�

料理用�

飲用�

カートリッジ�

浄 水 �
酸性水�

適正流量�

洗浄中�

交換�

切替�

酸性�

リセット�
HOLD

出／止�

1

2

3

4

5

6

7

A

B

C

D

↓

Ａ．切替ボタン…………………飲用→料理用→浄水への切り換えを順次おこないます。
ボタンを押して“料理用”“飲用”や“浄水”に切り換えた時、ピッと１回音
が鳴ります。

q料理用ランプ………………料理に適したアルカリ性の水が出ます。
（オレンジ色） ※“飲用”よりも高いpHの水が出ます。

w飲用ランプ…………………飲用に適したアルカリ性の水が出ます。
（緑色）

e浄水ランプ…………………飲用に適した浄水が出ます。
（緑色）

Ｂ．酸性ボタン…………………酸性水への切り換えをおこないます。
ボタンを押して酸性水に切り換えた時、ピッと１回受付音が鳴ります。

r酸性水ランプ………………酸性水が選択されている時に点灯し、使用中および使用後の排水中に点
（赤色） 滅します。

酸性水使用中は飲用に適さない為の警告音が、ピーピーピー‥と鳴り続けます。
また、酸性水使用後の最初の料理用水や飲用水吐水時に、配管内の酸性水を排
水する為に警告音が、ピーピーピー‥と約９秒間鳴り続けます。

Ｃ．リセットボタン……………カートリッジを交換したときに、カートリッジ交換ランプをリセットし消灯さ
せます。
１秒間押し続けるとピッと１回受付音が鳴り、リセットされます。

tカートリッジ交換ランプ…吐水初めに２秒間点灯し、ピッピッと２回音が鳴る場合：
（赤色） 使用水量の規定値に近づいたか、11ヶ月が経過し、交換間近のお知らせです。

常にランプが点灯し、吐水初めにピッピッピッと３回音が鳴る場合：
使用水量を超えたか12ヶ月が経過し、カートリッジ交換時期のお知らせです。

Ｄ．出／止ボタン………………ボタンを押して、水を出したり止めたりします。
水を出す時にピッと１回、止める時にピッピッと２回受付音が鳴ります。

y適正流量ランプ……………適切な流量範囲で使用中に点灯します。
（緑色） 流量が多すぎたり少なすぎたりすると、点滅したり消灯して電気分解が正しく

行われていない事をお知らせしますので、流量調整（10ページ参照）が必要で
す。

u洗浄中ランプ………………電極洗浄中は点灯し、洗浄後の水を排水中に点滅します。
（赤色） 電極洗浄後の最初の吐水時に、洗浄水を排出する為に警告音が、ピーピーピー‥

と約９秒間鳴り続けます。

専用水栓の操作部　ランプ・ボタンの動作説明

各部のなまえとはたらき

 OH-A22Y  06.8.29 10:15  ページ 7



各部のなまえとはたらき

ご使用になる前に

料理用水・飲用水・浄水・酸性水の利用方法

q料理用水　（アルカリ性の水　pH8.0～9.2）

ものを柔らかくする作用があり、ご飯のたき水、みそ汁、ス
ープ等、また煮たきの水としてもご利用ください。

w飲用水　（アルカリ性の水　pH7.5～8.5）

臭いがなく、のどごしがまろやかで、そのまま飲んでもおい
しくご利用になれます。
お茶、コーヒー、紅茶、ウイスキー、焼酎などにもご利用く
ださい。

e浄水　（飲用水）

薬や粉ミルク等を使用する場合には、浄水のご利用をおすす
めします。

r酸性水

● 洗い水として
洗顔にご利用いただけます。
その他野菜洗い等、洗い水としてもご利用ください。

※アルカリ性の水・酸性水も浄水器で浄化した水を電気分解
してできた水です。

8

《浄水カートリッジのはたらき》

浄水カートリッジ�
JC-301

浄水� 原水（水道水）�

原水（水道水）�

浄水�

不織布�

中空糸膜�

活性炭�

イオン交換樹脂�

第一ろ過層（不織布）＋第二ろ過層（活性炭、イ
オン交換樹脂）＋第三ろ過層（中空糸膜）の3重
フィルターできれいなおいしい水をつくります。

※不織布…大きなゴミを取り除きます。
※活性炭…遊離残留塩素や総トリハロメタン、

CAT（農薬）、濁り、カルキ臭等を取
り除きます。

※イオン交換樹脂…溶解性鉛を取り除きます。
※中空糸膜…0.1ミクロン（1/10,000ミリ）以

上の細かい濁り等を取り除きます。

浄水カートリッジのはたらき

・大きなゴミ等の除去

・遊離残留塩素・濁り・カルキ臭
総トリハロメタン・CAT（農薬）
・溶解性鉛の除去

・細かい濁り等の除去

アルカリ性の水�

料理用�

飲用�

カートリッジ�

浄 水 �
酸性水�

適正流量�

洗浄中�

交換�

切替�

酸性�

リセット�
HOLD

出／止�

1

2

3

4
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初めてご使用になるときの準備

電気の接続

電源プラグをコンセントに差し込みます。

電源プラグ�

止水栓付電磁弁の調整ノブで流量を調整する
事が出来ます。
時計方向に回すと流量が少なくなり、反時計方向に回すと流量
を多くする事が出来ます。

止水栓付電磁弁調整ノブ�

混合水栓から水を放流し、配管内のゴミや油
および接着剤成分を出します。
q専用水栓が止水状態である事を確認します。

w給水用止水栓のツマミを反時計方向に回して開けます。

e混合水栓のレバーを上げて開き、水道水を放流します。

r汚れや油の臭い等が無くなったことを確認した後、混合水栓
のレバーを閉めます。

4閉じる�3開く�

混合水栓レバー�

アルカリ�

カートリッジ�

浄 水 �

酸性水�

強�

弱�

適正流量�

洗浄中�

交換�

飲用�

酸性�

リセット�
HOLD

出／止�

1止水確認�

2開く�

給水用止水栓ツマミ�

濡れた手で電源プラグに触らない。
感電のおそれがあります。

電源プラグにはほこりが付着していないか確認し、
刃の根元までしっかり差し込む。
ほこりが付着していたり、コンセントへの接続が不十分な場合は、感電や
火災の原因となります。

警告

ご使用になる前に
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適正流量が出ている事を、“飲用”か“料
理用”の吐水状態で確認してください。
「出／止ボタン」を押して、アルカリ性の水を吐水します。
この時「適正流量ランプ」が点灯していれば、適正な量
が吐水口より出ています。

「適正流量ランプ」が点灯しない場合。

q流量が多すぎる場合は点灯しません。
止水栓付電磁弁の調整ノブをゆっくりと時計方向に回
して流量を絞り、「適正流量ランプ」が点灯した位置で
ご使用ください。

w流量が少なすぎる場合は点灯しません。
止水栓付電磁弁の調整ノブをゆっくりと反時計方向に
回して流量を増やし、「適正流量ランプ」が点灯した位
置でご使用ください。
もし、増やしすぎてランプが消灯してしまう場合は、
qの手順に従い、少し流量を絞り、ランプが点灯した
位置でご使用ください。

※一部水圧の低い地域や高架タンク付マンション等の
最上階では水圧不足により「適正流量ランプ」が点
灯しない事があります。
水道工事店様へご相談ください。

排水�

アルカリ�
性の水�

アルカリ�

カートリッジ�

浄 水 �

酸性水�

強�

弱�

適正流量�

洗浄中�

交換�

飲用�

酸性�

リセット�
HOLD

出／止� 出／止ボタン�
押す�

適正流量ランプ点灯�

カートリッジ�

適正流量�

洗浄中�

交換� リセット�
HOLD

出／止�

1ランプがつくまでゆっくり絞る�

2ランプがつくまでゆっくり開く�
カートリッジ�

適正流量�

洗浄中�

交換� リセット�
HOLD

出／止�

10

ご使用になる前に

止水中は、適正流量ランプが点灯しません。

浄水カートリッジ電解槽内の空気抜きを
してください。
操作部の「出／止ボタン」を押し、“浄水”を連続して５
分間以上放流します。
内部にたまった空気を抜くために、水の中の大きな気泡
が消えるまで水を放流してください。

内部に空気が残っていると水のきれが悪くなります。故
障ではありません。
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ご使用になる前に

料理用水・飲用水・浄水の使用方法

q｢切替ボタン」を押してご使用される水を選択します。

● ｢切替ボタン」を押すたびに、ピッという音が鳴り、
「飲用ランプ」→「料理用ランプ」→「浄水ランプ」と
切り替えることができます。

w操作部の「出／止ボタン」を押し、水を出します。

● 吐水時は最初にピッと１回お知らせ音が鳴ります。

※吐水口よりアルカリ性の水（料理・飲用）が出てい
る場合は、排水口より酸性水が出ます。
※吐水口より浄水が出ている場合は、排水口からも浄
水が出ます。

操作部の「出／止ボタン」を押し、水を止めます。

● 止水時は、最初にピッピッと２回お知らせ音が鳴りま
す。

アルカリ性の水�

料理用�

飲用�

浄 水 �

切替�

排水�

アルカリ�
性の水�

アルカリ�

カートリッジ�

浄 水 �

酸性水�

強�

弱�

適正流量�

洗浄中�

交換�

飲用�

酸性�

リセット�
HOLD

出／止� 出／止ボタン�
押す�

吐水�

■吐水方法

ご使用方法

11

アルカリ�

カートリッジ�

浄 水�

酸性水�

強�

弱�

適正流量�

洗浄中�

交換�

飲用�

酸性�

リセット�
HOLD

出／止�

出／止ボタン�
押す�

止水�

■止水方法

水漏れがないことを確認してく
ださい。
配管接続部の水漏れは、吐水中及び必ず吐
水止水の操作を数回繰り返して確認くださ
い。
水漏れがありましたら、止水栓付電磁弁の
調整ミゾを閉めるか給水用止水栓を閉めて
から、施工店または弊社のお客様相談窓口
へご連絡ください。

アルカリ�

カートリッジ�

浄 水 �

酸性水�

強�

弱�

適正流量�

洗浄中�

交換�

飲用�

酸性�

リセット�
HOLD

出／止�

水漏れチェック箇所�

止水栓付電磁弁調整ノブ�

給水用止水栓� 「出／止ボタン」を押して止水しても蛇
口から水がしばらく出ますが、元止め式
水栓構造による為で故障ではありません。
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ピーピーピー…という警告音が鳴って
いる間の水は使用しないでください。

q酸性水を使った後に料理用水や飲用水を使おうとす
ると、水栓内に残った酸性水を排出する為にピーピ
ーピー…という警告音が約９秒間鳴り、「酸性水ラン
プ」が点滅します。

w自動的に電極洗浄がおこなわれた後に使おうとする
と、洗浄した水を排出中であるという警告音がピー
ピーピー…と約９秒間同様に鳴り、「洗浄中ランプ」
が点滅します。

e警告音が鳴っている間の水は、酸性水や電極洗浄後
の水とアルカリ性の水が混ざり合ってでる為、飲用
すると体調を損なうおそれがあります。

12

アルカリ�

カートリッジ�

浄 水�

酸性水�

強�

弱�

適正流量�

洗浄中�

交換�

飲用�

酸性�

リセット�
HOLD

出／止�

酸性水ランプ�
点滅�

排水�
洗浄中ランプ�
点滅�

約9秒間�

ご使用方法
前頁より続く

料理用水・飲用水・浄水の使用方法

注意
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13

アルカリ�

カートリッジ�

浄 水�

酸性水�

強�

弱�

適正流量�

洗浄中�

交換�

飲用�

酸性�

リセット�
HOLD

出／止�

出／止ボタン�
押す�

止水�

酸性水使用方法

酸性水は飲まないでください。
体調を損なうおそれがあります。

q｢酸性ボタン」を押します。

● ｢酸性ボタン」を押すとピッという受付音が鳴り、「酸
性水ランプ」が点灯します。

w操作部の「出／止ボタン」を押し、酸性水を出します。

● 酸性水を吐水時は、間違って飲用しない為に、ピーピ
ーピー…という警告音が鳴り続け、「酸性水ランプ」が
点滅します。

● 酸性水へ切り換え直後の約10秒間は、配管内の水が
流れ出るため、十分な酸性水にならない場合がありま
す。

※吐水口より酸性水が出ている場合は、排水口よりア
ルカリ性の水が出ますが、pH値が高くなる為飲用に
は適しません。

操作部の「出／止ボタン」を押し、酸性水を止めます。

● 止水時は、最初にピッピッと２回お知らせ音が鳴りま
す。

カートリッジ�

酸性水�

交換� リセット�
HOLD

酸性�

カートリッジ�

酸性水�

交換� リセット�
HOLD

酸性�

アルカリ�

カートリッジ�

浄 水 �

酸性水�

強�

弱�

適正流量�

洗浄中�

交換�

飲用�

酸性�

リセット�
HOLD

出／止�

酸性水�

排水�

出／止ボタン�

押す�

■吐水方法

■止水方法

ご使用方法

一度酸性水を止めると、次からの吐水は自動的にその前に使用していた“飲用”
“料理用”“浄水”のいずれかに切り換わり、最初に配管内の酸性水を排水する
為に警告音がピーピーピー…と約９秒間鳴り続けて「酸性水ランプ」が点滅し
ます。

再度酸性水を使用したい場合は、「酸性ボタン」を押し直してから使用してく
ださい。

必ずお守りください�

注意
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アルカリ�

カートリッジ�

浄 水�

酸性水�

強�

弱�

適正流量�

洗浄中�

交換�

飲用�

酸性�

リセット�
HOLD

出／止�

洗浄水の排水�
押す�

約9秒間�
カートリッジ�

適正流量�

洗浄中�

交換� リセット�
HOLD

出／止�

出／止ボタン�

点滅�

カートリッジ�

適正流量�

洗浄中�

交換� リセット�
HOLD

出／止�

消灯�

電解部�ア
ル
カ
リ
性
の
水�

酸
性
水�

不純物�
浄水�

電
極�

電
極�

自動洗浄について

q本機にはアルカリ性の水または酸性水を積算して約８
分以上使用後、止水すると、自動的に「洗浄中ランプ」
が点灯し、電解槽内部で洗浄が約１分間おこなわれる
機構が付いています。

● ｢洗浄中ランプ」が点灯中に通水しますと、洗浄は解
除されピーピーピー…という警告音が約９秒間鳴り
「洗浄中ランプ」が点滅に変わり、洗浄水を排水しま
す。

● 警告音が鳴り止んだ後は操作ボタン通り使用できます
が、止水すると再度「洗浄中ランプ」が点灯し、１分
間の洗浄を再開します。

w｢洗浄中ランプ」が消灯して、自動洗浄が完了した後、
アルカリ性の水や浄水を使おうとするとピーピーピー
…という警告音が約９秒間鳴り「洗浄中ランプ」が点
滅し、洗浄水を排水します。

e警告音が鳴り止み「洗浄中ランプ」が消灯したら、通
常通り使用できます。

※洗浄とは。
電極に付着した不純物を自動的に除去し、性能を維持
する事です。

ピーピーピー…という警告音が鳴っている間の水は飲用しないでく
ださい。
警告音が鳴っている間は洗浄後の水が、混ざり合ってでる為、飲用すると体調を損なうおそれ
があります。

カートリッジ�

適正流量�

洗浄中�

交換� リセット�
HOLD

出／止�

点灯�

14

ご使用方法

注意
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15

電解部保護について（連続可能使用時間）

アルカリ性の水�

料理用�

飲用�

浄 水 �
酸性水�

切替�

酸性

料理用整水器�
OH-A22N

アルカリ�

カートリッジ�

浄 水 �

酸性水�

強�

弱�

適正流量�

洗浄中�

交換�

飲用�

酸性�

リセット�
HOLD

出／止�

浄水に切り換わる�

連続8分後は浄水�

（5回）�

電解部保護の為、アルカリ性の水（料理
用・飲用）や酸性水の連続可能使用時間
は約8分です。
但し、水温や使用状況により8分以上使え
る場合があります。

q約８分以上連続してアルカリ性の水や酸性水を使用し
たときは、電解部保護の為、ピーピーピーピーピーと
５回警告音が鳴り、「浄水ランプ」が点滅して浄水を
吐水します。

● ｢浄水ランプ」が点滅中は自動的に浄水に切り換わり、
「出／止ボタン」以外の他の操作ボタンを押しても受
け付けなくなります。

w警告音と共に「浄水ランプ」が点滅しましたら、５分
以上お待ちください。

● 止水すると、点滅していた「浄水ランプ」は消灯し、
それまで使っていた料理用・飲用・浄水または酸性側
のランプが点灯します。

● ５分たたない内に「出／止ボタン」を押して通水しま
すと、指示内容は解除され、再度「浄水ランプ」が点
滅して浄水が出ます。

e水栓を閉じてから５分たつと電解部保護は完了します
ので、通常通り使用できます。

アルカリ�

カートリッジ�

浄 水 �

酸性水�

強�

弱�

適正流量�

洗浄中�

交換�

飲用�

酸性�

リセット�
HOLD

出／止� 出／止ボタン�
押す�

アルカリ性の水・酸性水�

0～8分�

連続可能使用約8分

止水し、5分以上待つ�

アルカリ�

カートリッジ�

浄 水�

酸性水�

強�

弱�

適正流量�

洗浄中�

交換�

飲用�

酸性�

リセット�
HOLD

出／止� 出／止ボタン�
押す�

ご使用方法

必ずお守りください�

連続使用中に警告音が鳴り「浄水
ランプ」が点滅したにもかかわら
ず、使い続けますと、浄水が出た
ままの状態になります。

このまま30分間使い続けたり、
浄水を選択して連続30分間吐水
し続けると、止水忘れ防止機能が
働き、自動的に止水されます。

使い続けると浄水のまま�

8分・・15分・・�

アルカリ�

カートリッジ�

浄 水 �

酸性水�

強�

弱�

適正流量�

洗浄中�

交換�

飲用�

酸性�

リセット�
HOLD

出／止�

30分使い続けると止まる�

15分・・30分�

アルカリ�

カートリッジ�

浄 水 �

酸性水�

強�

弱�

適正流量�

洗浄中�

交換�

飲用�

酸性�

リセット�
HOLD

出／止�
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前頁より続く

電解部保護について（連続可能使用時間）

16

ご使用方法

積算途中で�
5分以上停止�

積算時間0に戻る�

アルカリ�

カートリッジ�

浄 水�

酸性水�

強�

弱�

適正流量�

洗浄中�

交換�

飲用�

酸性�

リセット�
HOLD

出／止�

アルカリ性の水・酸性水の使用時間に洗
浄時間を加えた積算使用時間は約8分で
す。
但し、水温や使用状況により8分以上使え
る場合があります。
● 積算途中に５分以上の停止時間が入った場合は、今ま
での積算時間は解除されて０となり、次の使用から新
しく積算を開始します。

（洗浄途中で積算使用時間が８分になると洗浄を中止し、
電解部保護の為、５分の休止に入ります。５分休止し
たら洗浄を自動的に再開します。）

※警告音やランプの表示および操作方法の詳細に関して
は、連続使用時と同じですので、前ページの連続可能
使用時間の説明をご参照ください。

アルカリ�

カートリッジ�

浄 水 �

酸性水�

強�

弱�

適正流量�

洗浄中�

交換�

飲用�

酸性�

リセット�
HOLD

出／止�

アルカリ性の水・酸性水�

合計約8分�

+ =

積算使用時間　約8分

ピーピーピー…という警告音が鳴っている間の水は飲用しないでく
ださい。
警告音が鳴っている間は洗浄後の水が、混ざり合ってでる為、飲用すると体調を損なうおそれ
があります。

酸性水使用中に電解部保護の警
告音が鳴り、止水して5分以上
待った後、酸性水を続けて使用
したい場合は、酸性ボタンを再
度押し直してください。

酸性水使用中に一旦止水すると、次からは、
その前に使用していた料理用、飲用または浄
水に自動的に戻る機構になっています。

カートリッジ�

酸性水�

適正流量�

交換�

酸性�

リセット�
HOLD

酸性ボタンを再度押す�排水�

続けて酸性水使用�

アルカリ�

カートリッジ�

浄 水 �

酸性水�

強�

弱�

適正流量�

洗浄中�

交換�

飲用�

酸性�

リセット�
HOLD

出／止�

必ずお守りください�

注意
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停電のときには

停電のときは機能が停止し、使用出来ません。
停電の時はすべての機能が停止して水も出なくなりますので、電気が回復するまでお待ちください。
電気が回復すると、自動的に「飲用」の位置になりますので、使用したい水を選択した後、
「出／止ボタン」を押し、吐水してからご使用ください。

17

ご使用方法
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18

電解イオン濃度（pH値）の測定について

アルカリ性の水�

料理用�

飲用�

浄 水 �
酸性水

切替�

カップ�
（付属）�

アルカリ�
性の水�

アルカリ�

カートリッジ�

浄 水 �

酸性水�

強�

弱�

適正流量�

洗浄中�

交換�

飲用�

酸性�

リセット�
HOLD

出／止� 出／止ボタン�
押す�

30秒放流後採水�

pH比色紙表�

色の比較�

pH値の測定により、電解水がきちんと
生成されているかを確認する事が出来ま
す。
但し、水質によっては見かけ上、目安のpH値に達しない
場合や、値が大きく変化する場合があります。

q｢切替ボタン」を押して「料理用ランプ」を点灯させ
ます。

● ｢切替ボタン」を押すたびにピッという受付音が鳴り、
「飲用ランプ」→「料理用ランプ」→「浄水ランプ」
と切り換わり料理用を選択することが出来ます。

w操作部の「出／止ボタン」を押し、アルカリ性の水を
約30秒間出した後、付属カップのつば部下側（８分
目ぐらい）まで入れます。
※この時必ず「適正流量ランプ」が点灯している事を
確認してください。

epH測定液を2滴入れ、よくかき混ぜます。

rpH比色表との比較でpH値を測定します。
pH値測定の目安 飲　用　約pH7.5～8.5

料理用　約pH8.0～9.0
酸性水　約pH5.0～6.9

pH値が目安と大きく掛け離れている場合は、30ペー
ジの“pH値が規定値にならない”を参照し対応して
ください。

tカップの水を捨て、洗浄します。

y使用後のpH試薬セットは大切に保管してください。

ご使用方法

pH測定液�

2滴�

pH測定液は「危険等級2水溶液」の為、pH値の測定以外には使用しない。
誤って飲んだりすると体調不良・健康障害の原因となるおそれがありますので、管理に注意してください。

誤って飲んだ場合： 水を多量に飲んでから、大至急内科の医師に相談してください。
誤って目に入れた場合： 目を十分水洗いしてから、大至急眼科の医師に相談してください。

酸性水や、pH値が10以上あるアルカリ性の水は飲用しない。
体調不良・健康障害の原因となるおそれがあります。

引火性がある為、火気には近づけない。
火災を起こすおそれがあります。

pH測定液�

飲用禁止！�

警告

● 簡易測定の為、測定値はおおよその目安としてください。
● 長期保管により測定液の変化や比色表の変色が生じ、正しい値を示さない場合があります。
● 原水が若干酸性やアルカリ性の水、また遊離炭酸を含んだ水等では、見かけ上基準pH値に達し
ない場合があります。

● 原水水質は降雨や季節的影響で変化しますので、毎回同じpH値を示すとは限りません。

アルカリ�
性の水�

つば部下部ライン�
（8分目）�
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電解イオン濃度（pH値）の測定について

● 水質によりpH値が異なります。
● カルシウム・ナトリウム・マグネシウム等のミネラルの多い水は、アルカリ濃度が高くなります。
● もともと酸性にかたよった水は、アルカリ濃度が高くならない場合があります。
● 逆にアルカリ性にかたよった水は、酸性水吐水時に酸性を示す水が出ない場合があります。
● 水道水の水質が遊離炭酸を多く含んでいる（地下水を水源としている場合など）ときは、アル
カリ性を示さない場合があります。次の手順で確認作業をおこなってください。

q pH測定液をカップに2滴入れる。
w アルカリ性の水をカップに８分目ぐらい入れる。

h

【確認】
入れた瞬間に青または紺（アルカリ性8.0以上）になるが、すぐに緑や黄色になる。
（注）炭酸が影響して酸性に変化するためです。

q アルカリ性の水をやかんなどに入れる。
w アルカリ性の水を入れたやかんを５分間沸騰させる。
（注）沸騰させると遊離炭酸が抜けます。

e アルカリ性の水が冷めてから、pH値測定をしてください。

● 流量が多すぎるとアルカリ性の水や酸性水のpH値は高くなりません。
● 流量が4.5r／分以上では水量が多すぎるため、「適正流量ランプ」が消灯し、異常をお知らせ
します。止水栓付電磁弁の調整ノブ（10ページ参照）を時計方向にゆっくりと絞り「適正流量
ランプ」が点灯する位置でご使用ください。

● 流量が少なすぎるとアルカリ性の水や酸性水がでません。
● 流量が1.2r／分以下では水量が少なくアルカリ性の水や酸性水のpH値が高くなりすぎてしま
う為、安全上電解機能を停止して「適正流量ランプ」を消灯し、浄水を吐水させます。
この場合は止水栓付電磁弁の調整ノブ（10ページ参照）を反時計方向にゆっくりと開き、「適正
流量ランプ」が点灯する位置でご使用ください。

ご理解ください。

pH測定液の手配のしかた

下記品名と品番でご注文してください。

注文先：ヤマハ発動機株式会社
〒438-8501 静岡県磐田市新貝2500
フリーダイヤル 7 0120-32-0440
受付時間　9:00～17:00
（土・日等、弊社休業日を除く）
※ヤマハ発動機（株）は本機の製造元です。

品名：pH測定セット　品番：XFD-5311B-00 定価　1,200円

5分間沸騰
炭酸を多く含んだ水道水でアルカリ性の水のpH値を調べるには

ご使用方法
前頁より続く
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アルカリ�

カートリッジ�

浄 水�

酸性水�

強�

弱�

適正流量�

洗浄中�

交換�

飲用�

酸性�

リセット�
HOLD

出／止�

使用初め�

カートリッジ�

適正流量�

洗浄中�

交換� リセット�
HOLD

出／止�

2秒間点灯�

20

浄水カートリッジの交換時期

ご使用方法

浄水カートリッジは１年以内で交換して
ください。
特に新築時は配管内のゴミや油により、交
換時期が短くなることがあります。
（昭和59年厚生省通知衛水第63号で、「カートリッジの取換え時期はな
るべく早めにすること」と指導されており、また衛生性の見地から
も、12か月以内が望ましいとされています。）

浄水能力は、１日20rを使用した場合最大１年です。
ただし、水質や使用量により交換時期が異なり、大幅に
短くなることがあります。

q浄水カートリッジ交換時期間近のお知らせ
操作部の「カートリッジ交換ランプ」が毎回使用初め
に２秒間点灯し、ピッピッと２回音が鳴ってお知らせ
します。

● この機能は、設置後あるいはリセットボタンを押して
から約11ヶ月後か、使用水量が約7,000Rに達する
と作動します。

● 浄水カートリッジの交換間近ですので、新品を準備し
てください。

w浄水カートリッジ交換時期のお知らせ
操作部の「カートリッジ交換ランプ」が常時点灯し、
毎回の使用初めにピッ、ピッ、ピッと３回音が鳴って
お知らせします。

● この機能は、設置後あるいはリセットボタンを押して
から約1年後か、使用水量が約7,300Rに達すると作
動します。

● 浄水カートリッジの交換時期ですので、お早目に新品
と交換してください。

JC-301

「カートリッジ交換ランプ」が点灯する前でも、下記のような症状が発生した場合には、お早
めに浄水カートリッジを新品と交換してください。

アルカリ�

カートリッジ�

浄 水�

酸性水�

強�

弱�

適正流量�

洗浄中�

交換�

飲用�

酸性�

リセット�
HOLD

出／止�

使用初め�

カートリッジ�

適正流量�

洗浄中�

交換� リセット�
HOLD

出／止�

常時点灯�

「出／止ボタン」を押して吐水したにもかか
わらず、ほんの少ししか水が出なくなった
ら、浄水カートリッジを交換してください。
浄水カートリッジに、ゴミや汚れ等の不純物がつき目詰
まりしています。

においや味がしてきたら、浄水カートリ
ッジを交換してください。
浄水カートリッジの浄水能力が低下しています。

1年に1回交換（毎日20r使用時）

必ずお守りください�
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ご使用方法

浄水カートリッジの交換手順

z操作部の「出／止ボタン」を押し、水
を止めます。
最初に「出／止ボタン」を押し水を止めてからカート
リッジ交換作業をおこなってください。アルカリ�

カートリッジ�

浄 水�

酸性水�

強�

弱�

適正流量�

洗浄中�

交換�

飲用�

酸性�

リセット�
HOLD

出／止�

出／止ボタン�
押す�

止水�

浄水カートリッジ交換の際は、必ず「出／止
ボタン」を押し、水を止めてからおこなっ
てください。
水を止め忘れると、浄水カートリッジ交換時に浄水器本体よ
り水がふきだします。

カートリッジ�

適正流量�

洗浄中�

交換� リセット�
HOLD

出／止�

出／止ボタン�
押して止水。�

x浄水カートリッジ本体の取り出し
取付台より浄水カートリッジを取り出し、出来るだけ
キャビネットの手前に持ってきてください。

浄水カートリッジの入手方法

注意

浄水カートリッジの品番は、JC-301です。
q お買い上げの販売店、または弊社お客様相談窓口へお申し出ください。
w ヤマハ発動機（株）より、直送サービスも行っております。

注文先：ヤマハ発動機株式会社
〒438-8501 静岡県磐田市新貝2500
フリーダイヤル 7 0120-32-0440
受付時間　9:00～17:00
（土・日等、弊社休業日を除く）
ホームページ http://www.yamaha-motor.co.jp/wp/

ＦＡＸ 0538-35-4792
※ヤマハ発動機（株）は本機の製造元です。
※本品に同梱された保証書に添付されている「お客様登録
カード」でお客様登録をされますと、１年後の交換時期
にヤマハ発動機（株）よりハガキでご案内致します。

交換浄水カートリッジ
（JC-301）
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浄水カートリッジの交換手順

v保護キャップの取り外し
新しい浄水カートリッジの上端プラグに付いている保
護キャップを取り外してください。（２ヶ）

取り外しの際、わずかに水がこぼれる場合があります
ので、事前にタオル等を浄水カートリッジの下に置い
てから、取り外してください。

取り外しの際、ワンタッチジョイントが外れない場合
がありましたら、一度ワンタッチジョイントを押し込
んでから、再度取り外してください。

タオル�

上プレート�

下プレート�

保護キャップ�

プラグ�

新品浄水カートリッジ�

※外れない場合は一度強
く押し込んでください。

c浄水カートリッジの取り外し
浄水カートリッジをタオル等の上で押え、ワンタッチ
ジョイントの「上プレート、下プレート」を指で強く
挟み、そのままの状態で上に引き上げてから浄水カー
トリッジを取り外してください。

b浄水カートリッジの装着
ワンタッチジョイントを浄水カートリッジにセット
し、そのまま上から押し込んでください。

ワンタッチジョイントのプレートにあるガイド孔と浄
水カートリッジのガイドピンおよびプラグに合わせて
垂直に「カチッ」と音がするまでしっかり押し込んで
ください。

ガイドピン�

ガイド孔�

上プレート�

下プレート�

前頁より続く

注意

ワンタッチジョイントを確実に押し込んでください。

ワンタッチジョイントは、しっかり収まっていないと水漏れや、取り外しの際外れないこと
があります。

ワンタッチジョイント部を持ち、浄水カートリッジを引っ張って外れないことを確認してください。

ご使用方法

必ずお守りください�
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ご使用方法

浄水カートリッジの交換手順
前頁より続く

m｢カートリッジ交換ランプ」のリセット
qリセットボタンを１秒以上押し続けます。
w１秒後にピッという受付音が鳴ったら指を離してく
ださい。

e｢カートリッジ交換ランプ」が点灯していたときに
リセットをおこなった場合は、ランプの消灯も確認
してください。

ホースの折れや極端な曲がりのないことを確認してください。

ホースが折れると、水が出なくなったり水量が少なくなったりします。

アルカリ�

カートリッジ�

浄 水 �

酸性水�

強�

弱�

適正流量�

洗浄中�

交換�

飲用�

酸性�

リセット�
HOLD

出／止�

カートリッジ�

適正流量�

交換� リセット�
HOLD

出／止�

1秒�

n浄水カートリッジの取り付け
浄水カートリッジを浄水カートリッジ取付台に、ホー
スが折れたり極端に曲がったりしないように注意し
て、戻してください。
また、電源コードや接続コード等に引掛ったり絡んだ
りしない様に注意してください。

浄水カートリッジを新品と交換した後は、必ずリセットをおこなってください。

リセットをおこないませんと、毎回の使用初めにカートリッジ交換のための
お知らせ音が鳴り、カートリッジ交換ランプが点灯したままになります。

「カートリッジ交換ランプ」が点灯する前に浄水カートリッジを交換した場合も、
リセットをおこなってください。

リセットをおこないませんと、交換前カートリッジのままと判断して「カー
トリッジ交換ランプ」の点灯やお知らせ音を鳴らしますので、新しく交換し
たカートリッジの寿命を短くお知らせすることになります。

浄水カートリッジを新品と交換するとき以外は、リセットボタンを押さないでく
ださい。

浄水カートリッジを交換しないのにリセットボタンを押すと、その時点から
の使用時間と使用量をカウントする事になり、正しいカートリッジ交換時期
が来ても、お知らせ音やカートリッジ交換ランプが点灯しなくなります。

必ずお守りください�
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ご使用方法

浄水カートリッジの交換手順
前頁より続く

.交換作業の終了
５分間以上の放流を終わりましたら浄水カートリッジ
の交換は完了です。

空気抜き�

,浄水カートリッジ・電解槽内の空気
抜き。
｢出／止ボタン」を押し５分間以上アルカリ性の水ま
たは浄水を放流してください。内部にたまった空気を
抜くためです。
空気が残っていると、水の切れが悪くなります。

古いカートリッジの処分方法

使い終えた浄水カートリッジと保護キャップは不
燃物ですので必ず生ゴミとは区別して処分してく
ださい。

※浄水カートリッジは、プラスチック・ゴム・活
性炭等の材料で出来ています。

注意

放流を開始したら、ワンタッチジョイント接続部から水漏れがない
ことを確認してください。

もし水漏れがありましたら「出／止ボタン」を押し水を止めて、21ページの「浄水カート
リッジの交換手順」x、c、b、n、,の作業を再度おこなってください。

水漏れが直らない場合は、止水栓付電磁弁の調整ノブまたは給水用止水栓（６・９・10ペー
ジイラスト参照）を時計方向に回して閉め、販売店か弊社お客様相談窓口へご連絡ください。

必ずお守りください�
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異常作動への対応

ピッピッピッピッピッと５回づつ警告音
が断続的に鳴り続け、操作部の「アルカ
リランプ」「浄水ランプ」「酸性水ランプ」
が同時に点滅したら、ただちに操作を停
止して電源プラグを外す。

異常が発生しています。

操作停止手順

q｢出／止ボタン」を押し水を止めます。

w電源プラグを外します。

e止水栓付電磁弁の調整ノブを時計方向に回して閉めま
す。
水漏れの無いことを確認してください。

※電磁弁から水漏れしている場合は、給水用止水栓を
時計方向に回して閉め、水漏れの無いことを確認し
てください。

rお買い求めの販売店、または弊社お客様相談窓口まで、
すみやかにご連絡ください。

連続警告音が鳴っている状態では、絶対
に使わない。

使い続けますと、感電やショートまたは水
漏れ発生のおそれがあります。

● ピッピッピッピッピッと５回づつ警告音が断続的に鳴
り続ける場合は、電気回路の異常や電解槽内部で水漏
れが発生しています。

警告

q w

r

e

アルカリ�

カートリッジ�

浄 水 �

酸性水�

強�

弱�

適正流量�

洗浄中�

交換�

飲用�

酸性�

リセット�
HOLD

出／止�出／止ボタン�
押す�

止水�

止水栓付電磁弁調整ノブ�給水用止水栓�

閉める�
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z取り扱い上のご注意

● 吐水口先端をいつも清潔に保つ為、手でさわったり
口をつける様な事はしないでください。

清潔を維持しませんと、水垢発生等の原因になる場
合があります。

x長期間ご使用にならない場合のご注意

1. 本器を約１週間以上使用しない場合は、下記の項目を
実施してから再使用してください。

q再使用初めに酸性水を５分以上放流して中を洗浄し、
臭いや水垢の吐出がないことを確認してください。

w臭いや水垢吐出等の異常を感じた場合は、保管中に
中に溜まっていた水が悪くなったおそれがあります
ので、浄水カートリッジを交換してください。

e浄水カートリッジを交換しても臭いや水垢の吐出が
止まらない場合は、お買求めの販売店にご依頼くだ
さい。

浄水機能を維持するために

食器の残り物や洗剤等、誤まって吐
水口先端に汚れが付いてしまった場
合は、最初に外側の汚れを取り除き、
次に水を３分以上流して吐水口の内
側を通水洗浄し、最後の仕上げに吐
水口全体を水道水で洗い流してから
ご使用ください。

必ずお守りください�
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お手入れ方法

専用水栓・電解槽のお手入れ
水またはぬるま湯に浸した布をよく絞って、汚れを拭き
取ってください。

● ひどい汚れの場合
中性洗剤をぬるま湯で薄めて、柔らかい布で汚れを拭
き取り、その後、乾いた布で仕上げてください。

電解槽および浮きや剥れの生じた専用水
栓の操作部には、直接水をかけたり水に
つけたりしない。
感電・ショートのおそれがあります。

専用水栓の操作部に浮きや剥れが生じた場合は、お買
い求めの販売店か弊社お客様相談窓口へ連絡し、修理
してください。

ア
ル
カ
リ�

金属タワシ
�

みがき粉、金属タワシ・酸性・アルカリ
性洗剤やシンナー等は、使用しないでく
ださい。
キズやサビが発生したり、樹脂部分を傷める場合があ
ります。

警告

注意
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故障かなと思ったら

本機に異常が生じたときは、次の点をお調べください。それでも正しく作動しないときは、お買い求めの販売店また
は弊社お客様相談窓口へご相談ください。
故障・破損・変形をしたままでの使用はしないでください。

専用水栓の操作部ランプが点灯せ
ず、「出／止ボタン」を押しても、
音も水も出ない

q電源が入っていません。
w専用水栓と電解槽の接続不良で
す。

q電源を入れてください。
w専用水栓と電解槽の接続コネクタ
ーを、確実に接続してください。

専用水栓の操作部ランプは点灯し、
「出／止ボタン」を押すと音は出る
が、水が出ない

q断水中です。
w止水栓付電磁弁の調整ノブが閉じ
ています。

e専用水栓と止水栓付電磁弁の接続
不良です。

※水が出ない状態が30秒間続くと、
自動的に止水状態に戻ります。

q水が出るまでお待ちください。
w止水栓付電磁弁の調整ノブを反時
計方向に回して流量を増やし、
「適性流量ランプ」を点灯させて
ください。

e専用水栓と止水栓付電磁弁の接続
コネクターを、確実に接続してく
ださい。

「出／止ボタン」を押してもあまり
水が出ない

q配管ホースが折れたりつぶされて
います。

w止水栓付電磁弁の調整ノブが締ま
りぎみです。

e浄水カートリッジが目詰まりぎみ
です。

r止水栓付電磁弁部のストレーナー
が詰まっています。

q配管ホースを直してください。

w止水栓付電磁弁の調整ノブを反時
計方向に回して流量を増やし、
「適性流量ランプ」を点灯させて
ください。

e浄水カートリッジを交換してくだ
さい。

rお買い求めの販売店か弊社お客様
相談窓口へご連絡ください。

現　　象 推定原因 対応方法 参照頁

P6
P9

「出／止ボタン」を押して止水して
も、水がすぐに止まらない

q浄水カートリッジに加わる水圧や
空気が徐々に抜ける元止め式水栓
のためです。

w自動洗浄機能が作動し、電気分解
で発生した気泡が滞留水を押し出
すためです。

e浄水カートリッジの空気抜きが不
十分です。

r浄水カートリッジが詰まってきた
ためです。

q故障ではありませんので、そのま
まお使いください。

w点灯していた「洗浄中ランプ」が
消えるまで、約１分間お待ちくだ
さい。
電気分解による気泡の発生が止ま
るため止水します。

e５分以上連続通水し、空気抜きを
おこなってください。

r浄水カートリッジを、交換してく
ださい。

P10～11
P14

P21～24

「出／止ボタン」を押して止水した
直後に、続けて「出／止ボタン」を
押して吐水しようとしても水が出な
い

止水栓付電磁弁保護の為、止水直後
の１秒間は吐水操作が受付られませ
ん。

止水した後１秒間待ってから、吐水
操作をおこなってください。

P10
P13
P17

P6
P9～10

P6
P10

P21～24
裏表紙
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使用始めにピーピーピー…と音が一
定時間鳴る（9秒間）

q｢洗浄中ランプ」が点滅している
場合は、電極洗浄後の洗浄水を排
出している警告音です。

w｢酸性水ランプ」が点滅している
場合は、酸性水使用直後にアルカ
リ性の水や浄水を使う場合、配管
内に残った酸性水を排出している
警告音です。

ピーピーピー…という警告音が鳴り
終わるまで約９秒間待ってから、使
用してください。

現　　象 推定原因 対応方法 参照頁

P12
P14
P16

止水後に「洗浄中ランプ」が一定時
間点灯する（１分間）

性能を維持するため、電極を自動的
に洗浄中です。

「洗浄中ランプ」が消灯するまで約
１分間待ち、使用始めに洗浄水を排
水する警告音（９秒間）が鳴り止ん
でから使用してください。

使用中にピーピーピーピーピーと5
回音が鳴り、「浄水ランプ」が点滅
する

連続又は積算した使用時間が８分に
なり、電解保護の為、電解を停止し
たお知らせです。（水は浄水に切り
換わります。）

q｢出／止ボタン」を押して止水し、
約５分間お待ちください。

w５分後に電解部保護が完了した
ら、通常通り使用できます。

P14

P15～16

故障かなと思ったら

毎回使用始めにピッピッと2回音が
鳴り、「カートリッジ交換ランプ」
が2秒間点灯する

浄水カートリッジ交換時期間近のお
知らせです。

交換用浄水カートリッジをご手配く
ださい。

毎回使用始めにピッピッピッと3回
音が鳴り、「カートリッジ交換ラン
プ」が常時点灯している

浄水カートリッジ交換時期のお知ら
せです。

浄水カートリッジを交換してくださ
い。

P20

P20

浄水カートリッジを交換しても毎回
使用始めに音が鳴り、「カートリッ
ジ交換ランプ」が点灯している

浄水カートリッジ交換後のリセット
ボタン押し忘れか、押し時間の不足
です。

「カートリッジ交換ランプ」が消灯
するまで、リセットボタンを１秒間
以上押し続けてください。

P20

カルキ臭やいやな味がする 浄水カートリッジの寿命です。 浄水カートリッジを交換してくださ
い。

通水中に「適正流量ランプ」が不規
則に点滅したり消灯している

q通水流量が多すぎます。

w通水流量が少なすぎます。

q止水栓付電磁弁の調整ノブを時計
方向に回して流量を絞り、「適正
流量ランプ」を点灯させてくださ
い。

w止水栓付電磁弁の調整ノブを反時
計方向に回して流量を増やし、
「適正流量ランプ」を点灯させて
ください。

P21～24

P10

連続して30分ぐらい水を出し続け
ていたら、急に水が出なくなった

連続して吐水した場合、30分後に止
水忘れ防止機能が働き自動的に止水
されます。

続けて使用する場合は、再度吐水操
作をおこなってください。

P11
P13
P17

「出／止ボタン」を押しても、水が
止まらない

止水栓付電磁弁や電気回路の故障で
す。

q電源プラグを外し、止水栓付電磁
弁の調整ノブを時計方向に回して
締めます。
それでも止まらない場合は、給水
用止水栓を時計方向に回して締
め、使用を停止してください。

wお買い求めの販売店か弊社お客様
相談窓口へご連絡ください。

P9
P25
裏表紙
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P25
裏表紙

使用始めからピーピーピー…という
音が鳴り続け、「酸性水ランプ」が
点滅する

酸性水を使っている間は間違って飲
まない様に警告音が鳴り続け、「酸
性水ランプ」が点滅します。

故障ではありませんので、そのまま
お使いください。 P13

ピッピッピッピッピッと５回づつ警
告音が断続的に鳴り続け、使用しな
くても「アルカリ／浄水／酸性水ラ
ンプ」が同時に点滅する

電気回路の異常や、電解槽内部の水
漏れ発生です。

q電源プラグを外し、止水栓付電磁
弁の調整ノブを時計方向に回して
締めます。
もし、止水栓付電磁弁から水漏れ
している場合は、給水用止水栓を
時計方向に回して締め、使用を停
止してください。

wお買い求めの販売店か弊社お客様
相談窓口へご連絡ください。

－

アルカリ性の水や酸性水が白く濁る 電解による泡や空気の混入です。 q放置すると徐々に消え、澄んでき
ます。

w無害ですのでそのままご使用くだ
さい。

専用水栓や配管部から水が漏れる 接続部の緩みやパッキン等の劣化で
す。

q電源プラグを外してから、水漏れ
近辺の配管ジョイント部やホース
取付け部を締め直してください。

w水漏れが止まらない場合は、止水
栓付電磁弁の調整ノブを時計方向
に回して締めます。
もし、止水栓付電磁弁から水漏れ
している場合は、給水用止水栓を
時計方向に回して締め、お買い求
めの販売店か弊社お客様相談窓口
へご連絡ください。

現　　象 推定原因 対応方法 参照頁

P9～10
裏表紙

アルカリ性の水、酸性水や浄水の中
に異物や浮遊物が混ざる

q水質により、長時間使用の間にミ
ネラル成分や水垢が徐々にたま
り、異物や浮遊物として吐出する
場合があります。

w長期間未使用後に再度使用する
と、中で悪くなった滞留水と共に
生じた水垢が、異物や浮遊物とし
て吐出する場合があります。

q５分以上連続放流し、内部を洗浄
してからご使用ください。

w異物や浮遊物の吐出が止まらない
場合は、お買い求めの販売店か弊
社お客様相談窓口へご連絡くださ
い。

P26
裏表紙

故障かなと思ったら

pH値が規定値にならない q通水流量が多すぎます。

w通水流量が少なすぎます。

e水道水が若干酸性側かアルカリ側
の水です。

r水質（遊離炭酸）の影響で、見か
け上のpH値が上がりません。

q止水栓付電磁弁の調整ノブを時計
方向に回して流量を絞り、「適正
流量ランプ」を点灯させてくださ
い。

w止水栓付電磁弁の調整ノブを反時
計方向に回して流量を増やし、
「適正流量ランプ」を点灯させて
ください。

e水道水のpH値とイオン水のpH値
を相対比較し、差し引いた値で
pH値が出ている事を確認してく
ださい。

rアルカリ水を５分間煮沸し、遊離
炭酸を除去した後に測定してくだ
さい。

P10
P18～19
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保証とアフターサービス

保証書

万一不具合がございました際には、無料修理規定に従ってご購入日より保証書記載の期間、無料修理させて
いただきます。

１．保証の範囲と保証期間
お買上げの日から１年間、本製品の瑕疵は無償保証致します。

瑕疵とは：お引き渡しまでの間に見い出せなかった欠点により、本製品が本来備えているべき性能を発揮
しない場合を指します。

２．保証内容
取扱説明書、ラベル等の注意事項に従った正しい使い方で故障した場合には、無料修理致します。

３．免責事項
次の事項に該当する場合は、免責とさせていただきます。
保証期間内でも、次の場合には有料修理になります。
（イ）使用上の誤りや、不当な修理および改造による故障および損傷。
（ロ）お買い上げ設置後の取り付け場所の移動（移設）がおこなわれたときの故障および損傷。
（ハ）火災、地震、水害、落雷、塩害、その他天災地変、公害、異常水圧、異常水質、などによる故障お

よび損傷。
（ニ）不適当な配管、取り付け、組立、その他施工上の誤りによる故障および損傷。
（ホ）温泉水、井戸水、地下水の使用および硫化水素の強い場所、屋外（長時間直射日光にさらされる場

所）又は、これに準ずる場所で使用した場合の変色、錆。
（ヘ）本製品以外の不具合に起因する故障および損傷。
（ト）業務用への使用。車両船舶への搭載、その他一般家庭以外に使用された場合の故障および損傷。
（チ）消耗部品の交換。

消耗部品：浄水カートリッジ、パッキン類
（リ）保証書の提示がない場合。
（ヌ）保証書にお買上げ年月日、お客様名、販売店名の記入のない場合、或いは、弊社又は販売店以外が

字句を書き換えられた場合。
（ル）水質に起因し、所定のpH値が得られない場合。

（注）上記によりがたい場合は、その都度相談のうえ決めさせていただきます。

保証の概要
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保証とアフターサービス

補修用性能部品の最低保有期間

修理の際の連絡先

連絡内容

当社は、本製品の補修用性能部品を、製造打ち切り後7年間保有しております。
販売店からの注文により、補修用性能部品を供給致します。
（注）性能部品とは、製品の機能を維持するために必要な部品のことです。

この取扱説明書をよくお読みのうえ、再度点検していただき、異常のある時は販売店または弊社お客様相談窓
口までお申し出ください。
■お買い求めの販売店と連絡方法は、裏表紙便利メモに記入しておくと便利です。
■弊社お客様相談窓口は、裏表紙の一覧表をご覧ください。

■ご住所　■ご氏名　■電話番号　■商品名　■ご購入日
■故障内容（どこの、なにが、どの様になった）

廃棄処分される場合のお願い

本製品を廃棄処分される場合は、許可を受けている処分業者に処理を依頼してください。

詳しくは、販売店へご相談ください。
必ずお守りください�
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主な仕様

※単位は、国際単位を採用。
※硬水を軟水に変えることは出来ません。
※この商品は上水道専用です。井戸水には使用できません。
注1）アルカリ性の水、酸性水、浄水で使用出来る水は、ろ過流量・ろ過能力の約75％相当になります。
注2）除去対象物質によって浄水カートリッジの取換時期は異なります。

また、使用水量、水質、水圧によって取換の目安が異なったり、短くなることがあります。
※本製品は医療用認証品ではありません。

型式 OH-A22Y

種類 2形

品番 XFD-53150-50

取付孔 φ38

安全装置 逆止弁（止水栓付電磁弁と一体型）

定格 AC100V1.2A 50／60Hz

消費電力 約73W

待機時消費電力 約3W

本体寸法 138mm（幅）×94mm（奥行）×390mm（高さ）

乾燥重量 約2.0Kg

使用可能な最小動水圧 0.069MPa（約0.7kgf/cm2）

電解能力切換 アルカリ電解強度：2段階設定　　酸性電解強度：固定

pH値
アルカリ性の水：pH7.5～9.2（水質により異なります）

酸性水　　　　：pH5.0～6.9（水質により異なります）

連続使用可能時間 約8分（水質状況により8分以上使用出来る場合があります）

電源コード長さ 0.9m

電源保護装置 ガラス管ヒューズ：5.0A

浄水カートリッジ品番 JC-301

ろ材の種類 不織布、活性炭、中空糸膜、イオン交換樹脂

除去対象物質
遊離残留塩素（カルキ臭）、濁り（鉄配管内の赤さびや水中の各種濁り）

総トリハロメタン、CAT（農薬成分）、溶解性鉛

ろ過流量 2.5r／分（水圧0.1MPa｛約1kgf/cm2｝20℃時）

遊離残留塩素 総ろ過水量40,000r（除 去 率80％　JIS S 3201試験結果）

濁り 総ろ過水量18,000r（ろ過流量50％　JIS S 3201試験結果）

総トリハロメタン 総ろ過水量 7,300r（除 去 率80％　JIS S 3201試験結果）

CAT（農薬） 総ろ過水量 7,300r（除 去 率80％　JIS S 3201試験結果）

溶解性鉛 総ろ過水量 7,300r（除 去 率80％　JIS S 3201試験結果）

浄水カートリッジ取換時期の目安 12ヵ月（1日20r使用の場合） 注2）

毎日使い始めの放流時間 30秒以上

浄水カートリッジ寸法 φ101mm×183mm

浄水カートリッジ重量 約540g（未使用時）

除去できない成分
水の中に溶け込んでいる溶解性鉛以外の金属イオン、塩分
0.1ミクロン（1／10,000ミリメートル）以下の粒子等

使用水温 1℃以上35℃未満

専
用
水
栓

電
解
槽

浄
水
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ

浄
水
能
力

注1）
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XFD－28199－50－M0

製造元 ヤマハ発動機株式会社
〒438-8501 静岡県磐田市新貝2500

YAMAHA LIVINGTEC CORPORATION

ヤマハリビングテック株式会社
〒432-8001 静岡県浜松市西山町1370

発売元

お客様相談窓口

商品についてのご相談70120-808194 修理のご相談 70120-119555
●受付時間／月曜～金曜　9:00～18:00 土曜･日曜･祝日　9:00～17:00 ●受付時間／月曜～金曜　9:00～18:00 土曜･日曜･祝日　9:00～17:00

お電話は、内容確認とサービスの向上等を目的として、保存（録音）させていただくことがあります。あらかじめご了承ください。なお、個人情報保護方針はhttp://www.yamaha-living.co.jpに公表してあります。

0606×1N
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